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“レッツ・トライ”「可燃ごみ１０％減量化大作戦」目標達成！

【目標：一人 1日あたりの可燃ごみ量６３８．４ｇの達成】

　２月の「可燃ごみ１０％減量化大作戦」の結果は下表のとおりです。昨年の６月から開始し、ここで

初めて目標を達成することができました。ありがとうございました。今後も上がり下がりの変動はある

と思いますが、住民みなさんには、引き続き生ごみの水切り、資源になる紙くずは可燃ではなく資源と

して出すなどを徹底していただき、可燃ごみの減量化にご協力ください。

月
一人１日あたりの
可燃ごみ量（結果）

目標との差

 7 月分 ７６３．８グラム ＋１２５．４グラム

 8 月分 ８３１．３グラム ＋１９２．９グラム

 9 月分 ７３３．０グラム 　＋９４．６グラム

10 月分 ６７３．８グラム 　＋３５．４グラム

11 月分 ７３３．８グラム 　＋９５．４グラム

12 月分 ７３６．２グラム 　＋９７．８グラム

 1 月分 ６７１．７グラム 　＋３３．３グラム

 2 月分 ６０３．９グラム 　－３４．５グラム

※このページの内容の問い合わせは、環境整備課（クリーンセンター）　☎８３－２１１０
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“紙類の分別・資源化にご協力ください”
　紙類は「資源になるもの」「ならないもの」の２種類に分かれます。つぎの表を参考に分別を徹底し

ていただくことで、循環型社会の形成と可燃ごみの減量化にご協力ください。

資源になるもの〔収集日：資源（紙類）の日〕 資源にならないもの〔収集日：可燃ごみの日〕

段ボール、新聞（広告含む）、雑誌、本、紙パック

【だし方のご案内】それぞれ十文字にひもでしばって出して

　　　　　　　　 ください。
アルミがついた紙類、感熱紙、油紙、写真、防

水加工紙、ビニールコート紙、石鹸や洗剤の箱、

紙コップ、その他詳しくは、「ごみの出し方ガ

イドブック」の７ページまたは１１ページをご

覧ください。

雑紙類（包装紙、お菓子の紙箱、ハガキ、レシート（感熱紙

は除く）、印刷用の普通紙、ラップの芯、ノートなど）

【だし方のご案内】紙袋に入れたものを十文字にひもでしばっ

　　　　　　　　て出してください。

生ごみ処理機による生ごみの減量結果のご紹介
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　生ごみ処理機を使うことで、３分の１程度にごみが減量されます。町では、生ごみ処理機を購入され

た方に購入費の一部補助事業を行っています。詳しくは、町ホームページまたはクリーンセンターへお

問い合わせください。

＊次号（５月号）から、ごみを減らす１０アクションの２回目をご紹介します。２回目は、ごみ減量の

代表的なアクション３Ｒ（スリーアール）「リデュース、リユース、リサイクル」について、取り組み

方法や事例を毎号ご紹介します。引き続き、ごみ分別・減量化へご協力ください。
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